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令和 8年度   男子バレーボール 部の指導方針等について 
 

 

令和 8年４月２0日 
１ 指導体制 

顧問教諭氏名  外部指導員氏名 資格等や経験 頻度 

主顧問 名取 優介 請地 政元  週２、３日 

副顧問 大月 正     

副顧問 濱田 桜音 

 

   

副顧問 伊東 敬太     

副顧問 古川 直樹     

  
２ 年間目標 

(１)活動を通して、生徒の自立心や責任感を育み、達成感を味わわせつつ、主体的
に取り組ませ、ルールやマナーを守らせ、より活力のある学校づくりを推進す
る。 

(２)高体連主催の大会東京都予選会において東京都代表としての出場権を獲得す
る。 

 
３ 指導方針 
     (１)常に学生の本分である勉強の定着を徹底させ、文武両道の定着、挨拶、正しい

言葉遣い、活動ができる感謝等を身に付けさせ、他の生徒の模範となるように
していく。 

(２)技術面と精神面の両面から鍛錬していく。また、自立ができるように保護者の
方と連携し、生徒自身の課題克服をしていく。さらにチームとして行動してい
く中で、協調性や責任感を育ませていく。 

(３)活動日数は、平日４日(月・水・木・金)休日１日を基本とする。 
      
４ 指導内容・方法 
     (１)体罰・暴言等のない指導 

体罰、暴力的指導や行き過ぎた指導のない部活動を展開していく。顧問、生徒、

保護者で、体罰・暴言等のない指導について共通理解を図る。 

(２)生徒間の暴力禁止 

学年関係なく、選手同士の間での暴力、また言葉の暴力を未然に防ぐため、生

徒と顧問間のコミュニケーションを日頃から密にとる。ＳＮＳの利用についても

ミーティング等で指導し、いじめの要因とならないよう、徹底させる。 

(３)部活動指導員の活用 

     技術指導中心に行っていく。また、主顧問が男女どちらかの学校対抗の監督し

か入れないため、入れない方の学校対抗の監督や種目の大会引率をお願いしサポ

ートしてもらう。 

(４)事故防止・安全配慮 

生徒の心身の発育・発達や体力・技術等を適切に把握して活動計画を立てる。 

     



５ 主な年間計画 

学 期 月 内     容 

 

１学期 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

生徒会部活動紹介・一斉部会 

関東大会東京都予選会 

 

インハイ予選 

 

 

通常練習または強化練習のため、練習試合 

 

通常練習または強化練習のため、練習試合 

 

選手権大会 

２学期 

 

９ 

 

10 

 

11 

 

12 

 

通常練習または強化練習のため、練習試合 

 

通常練習または強化練習のため、練習試合 

 

新人大会東京都予選会 

 

通常練習または強化練習のため、練習試合 

 

 

３学期 

 

１ 

 

 

２ 

 

３ 

 

通常練習または強化練習のため、練習試合 

 

 

通常練習または強化練習のため、練習試合 

 

通常練習または強化練習のため、練習試合 

 

 


